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ＩＣＴ超高齢社会構想会議 

１ 背景・目的 

 

■ 世界に先駆けて超高齢社会を迎えた我が国では、経済活動や社会保障制度、国民生活、地域コミュニティ等の在り方について、従来の政策手法では対応で

きない課題が発生している。このような社会の閉塞感を打破し、新たなパラダイムシフトをもたらす原動力としてＩＣＴへの期待が高まっており、我が国は、

ＩＣＴを活用した課題解決のモデルを世界に示していく責務を有している。 

■ 距離や時間の制約を越えるＩＣＴの積極的な活用により、例えば、高齢者を含むシニア世代の生活の質を高め、その活力を引き出すとともに、超高齢社会

が引き起こしている様々な政策課題に対する解決方策を提示できる潜在的可能性が指摘されているものの、その実現のための具体的な道筋はたっていない。 

■ このため、２０２０年をターゲットとして、超高齢社会に対応するためのＩＣＴの在り方について検討を行うとともに、その解決方策の実現に向けて関係

者が一体となった活動を推進するため、本会議を開催する。  
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■ 平成２４年１２月から開催し、４回の会議と６回のワーキンググループの議論を踏まえ、平成２５年５月にとりまとめ。

○ 平成２５年４月１９日：ＩＣＴ超高齢社会構想会議基本提言の公表（http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu02_02000066.html）

○ 平成２５年５月２４日：ＩＣＴ超高齢社会構想会議報告書の公表（http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu02_02000069.html） 
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高齢化率の推移（他国との比較） 

■ 日本の高齢者人口の割合は先進国の中で最も高く、2050年には約4割に達する勢いである。 
■ 韓国、中国を始めとするアジア諸国でも今後急速に高齢化が進み、2050年までに高齢化率が約30％
に達する見通しである。 
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Source : Prepared by MIC based on data culled from “World Population Prospects: The 2012 Revision” by the 

United Nations. Note that data for Japan up to 2012 is based on the “2010 National Census” by MIC. 



生産年齢人口の減少 

■ 生産年齢人口は、1990年代をピークにそれ以降は減少の一途。
■ 2030年には2010年比で約1,300万人減少。2050年には2010年比で約3,100万人減少。

 
 

生産年齢人口の推移 

※生産年齢人口とは、15～64歳の人口。 出典： 国立社会保障・人口問題研究所 日本の将来推計人口（平成24年1月推計） 
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国民医療費の急速な増大 

■ 我が国の国民医療費は2008年度において前年度比2.0％増加し、34.8兆円に達した。 
■ 2025年度には国民医療費52.3兆円、老人医療費24.1兆円になることが予測されている。 
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後期高齢者（老人）医療費（兆円） 

国民医療費（兆円） 20.6 

27.0 

30.1 31.1  31.0 
31.5 32.1 33.1 33.1 

34.1 34.8 

47.2 

52.3 

資料：2009年度までは平成23年度「厚生労働白書」、2015年以降は「医療費等の将来見通し及び財政影響試算」厚生労働省保険局（平成22年10月25日）に基づき作成。 



変わる高齢者像 -アクティブシニアの出現- （認知機能の変化） 

■ 一般的に、高齢者は加齢とともに、その身体機能や認知機能が低下するとされている。 
■ しかしながら、認知能力の加齢による変化を詳細に分析すると、確かに短期記憶能力は50歳を境に
急激に衰える一方、日常問題解決能力や言語能力は、経験や知識の習得に伴ってむしろ向上すること
が分かっている。 
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【出典】Cornelius and Caspi（昭和62年） 
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変わる高齢者像 -アクティブシニアの出現- （高齢者の歩行速度の変化） 

■ 10年前（1992年）と今（2002年）の高齢者の通常歩行速度を比べてみると、男女ともに
 11歳若返っている！（e.g. 今の75歳は昔の64歳） 

出典： 

秋山弘子「長寿社会の課題と可能性」２０１１年６月２２日産業構造審議会基本政策部会資料 



7 変わる高齢者像 -アクティブシニアの出現- （インターネットの年齢階級別利用状況） 

■ インターネットの年齢階級別利用率は、平成23年末で、65～69歳で６割以上、70～79歳で４割以上
となっており、年々増加傾向にある。 
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平成20年末(n=12,791) 75.3 68.9 95.5 96.3 95.7 92.0 82.2 63.4 37.6 27.7 14.5
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【出典】 総務省「平成23年通信利用動向調査」 




